
まめちしき

「あかいはね共同募金」の、

7つの豆知識をご紹介します。

みんなは、いくつ知っているかな？

中央共同募金会ホームページより作成



「あかいはね共同募金」のはねは、どうして赤色なの？

「あかいはね」は、勇気と良い行いのシンボル

だからです。アメリカの原住民族は、いろいろな色の

はねかざりを頭などにつけていましたが、はねには色

によって意味がありました。

勇気のある行いや、良いことをした人が、「あかい

はね」をつけていたと言われています。



「あかいはね共同募金」はいつから始まったの？

日本の「あかいはね共同募金」は、今から70年以上

前の昭和22年（1947年）にはじまりました。太

平洋戦争がおわって、やけの原でたくさんの人たちが

苦しんでいるなかで、助けあいの「あかいはね共同募

金」がはじまりました。

さいしょは、戦争で家や家族をうしなった子どもた

ちのために、寄付が役立てられました。だれもが苦し

い生活でしたが、5億円をこえる寄付が集まりました。



「あかいはね共同募金」のお金は、どんなことに使われるの？

ひとりでくらしているお年寄りの話しあいてになっ

たり、障がいのある人が出かけるお手伝いをしたり、

私たちのすむ町で助けが必要な人たちのために

使われます。

1人でくらしているお年寄りは、1日中、だれとも

会わないですごすことがあります。車いすが必要な人

や、目の見えない人は、買い物に出かけるのもひと苦

労です。災害がひんぱんに起こる日本では、突然の災

害でくらすところがなくなってしまう人もいます。

「あかいはね共同募金」は、私たちのすむ町で助けを

必要としている人たちのために活動するボランティア

団体などに助成*しています。

「あかいはね共同募金」の寄付金の使われ方は、

ホームページで公開しています。

※「助成」とは、ボランティア団体などが活動するのに必要な資金 を援助すること



どうして「あかいはね共同募金」があるの？

私たちのすむ町には、お年寄りや障がいのある人、

子育て中の人など、くらしていくのに助けが必要な人

たちがいます。みんながくらしやすくなるお手伝いを

するために、みんなでちょっとずつ助けあう。

それが「あかいはね共同募金」です。

助けが必要な人たちのために、いろいろなボラン

ティア団体などが活動しています。活動に必要なお金

を1人で出すのは大変なことだけど、みんなでちょっ

とずつ寄付すれば、より多くのお金が集まって、たく

さんの人が活動にかかわることができます。

また、ボランティア団体などがバラバラに募金活動

をすると、どこへ寄付すれば良いか迷ってしまうので、

「共同募金」としてまとめて募金活動をして、共同募

金会が審査して必要なところに助成をしています。



「あかいはね共同募金」には、どのくらいの寄付が集まるの？

毎年、日本全国から多くの寄付が集まります。今までに、いちばん多かったのは1995年の265億

円でした。そして現在、その総額は1兆円を超えました。

福島県内で行われた令和５年度共同募金運動（令和５年１０月１日～令和６年３月３１日）では、

令和６年２月２日現在、３億７,５１２万４,８４８円ものご寄付が寄せらられています。

皆さんからこんなにも多くの協力をいただき、ありがとうございます。



「あかいはね共同募金」は日本以外の国にもあるの？

「共同募金」は、世界の40の国などで行われています。でも、シンボルとして「あかいはね」を

使っているのは日本だけです。

「共同募金」のしくみは、元々アメリカで始まりました。1913年のことです。アメリカのしくみを

もとに、太平洋戦争が終わった後、日本でも始まりました。同じように、南アフリカ、カナダ、オース

トラリアなど40の国や地域にも広がっています。

アメリカや南アフリカでも、かつてはシンボルとして「あかいはね」を使っていましたが、今は日本

だけが「あかいはね」を使っています。

「あかいはね共同募金」は、英語では「コミュニティ・チェスト（Community Chest）」

とよびます。「地域の箱」という意味です。アメリカでは「ユナイテッドウェイ（United Way）」と

いう名前を使っていて、各国それぞれ呼び名が異なります。



「あかいはね」以外の色の募金は、なんの募金？

募金活動には、「あかいはね共同募金」のほかにも、

いろいろな色のはねを使った募金活動があります。

「みどりのはね」は森林づくりのために、「あおいは

ね」は海の事故をふせぐために、それぞれやく立てら

れます。

募金活動には、いろいろな色のはねを使う募金があ

り、それぞれことなる団体が行っています。おもなも

のを紹介します。また最近では、ピンクリボン（乳が

んの啓発）やオレンジリボン（子どもの虐待を防ぐ）

など、リボンをシンボルとした募金活動も増えてきて

います。



あかいはね共同募金 助けを必要とする人たちのために（共同募金会）

みどりの募金 森林づくりの活動に（国土緑化推進機構）

青いはね募金 海の事故をふせぐ活動に（日本水難救済会）

海のはね募金（水色） 水難遺児の支援に（漁船海難遺児育英会）

きいろい羽根募金 腎臓移植の支援に（日本黄色い羽根協会）

しろいはね募金 青少年赤十字の活動に（日本赤十字社）

たんこう募金
（黒いはね）

炭坑事故の罹災家族の支援に
※現在は行われていません

「あかいはね」以外の色の募金は、なんの募金？



調べてみよう！

はねっと

③使いみちを見たい
市町村名をクリック

④市町村ごとの募金の使いみちを
見ることができるます

①赤い羽根データベース「はねっと」の
ページに アクセスする

https://hanett.akaihane.or.jp

②「福島」をクリック

福島県で集まった募金は、どのようなことに使われているのかな？

インターネットで調べてみよう！

https://hanett.akaihane.or.jp/
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